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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 22,611 2.0 68 ― △962 ― △1,886 ―

22年3月期第3四半期 22,176 △41.0 △4,054 ― △3,463 ― △3,716 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △52.96 ―

22年3月期第3四半期 △104.36 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 72,076 61,817 85.8 1,735.75
22年3月期 81,510 65,325 80.1 1,833.18

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  61,817百万円 22年3月期  65,286百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  

平成23年3月期の期末配当予想額については未定。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 15.00 ― 0.00 15.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

― ―

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,800 10.2 120 ― △110 ― △860 ― △24.15



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
経営環境の先行きが依然不透明であることにより、平成23年3月期の期末配当につきまして、現時点では未定とさせていただきます。今後の業績の推移等
をみて、配当予想を決定しましたら速やかに開示いたします。 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関連する事項については、添付資料の４ページを参照してください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.５「2.その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 36,190,872株 22年3月期  36,190,872株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  576,774株 22年3月期  576,728株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 35,614,139株 22年3月期3Q 35,614,210株
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当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経済環境は、各種の政策効果などを背景
に一部に持ち直しの兆しが見られたものの、輸出の頭打ちや円高傾向が続く為替相場の影響により、依
然として不安定な局面が続いております。 
当社関連市場におきましては、昨今の写真の楽しみ方の多様化や消費者動向の影響により、写真プリ

ント需要が大きく落ち込んでおります。そのため、ミニラボ店の収益力の低下や投資マインドが悪化す
るなど、先進国・新興国を含め当社を取り巻く事業環境は厳しい状況が続いております。 
このような状況の中、当社グループでは、当期を第２の創業と位置付けており、新たにブランドステ

ートメント「face the NEXT」を掲げて、創業以来の当社主要事業であるイメージング事業の収益回復
を目指したゼロベースでの構造改革に全社を挙げて取り組んでまいりました。 
また一方で、医療、環境、食を中心とした新規事業を新たな成長領域と捉え、当社の保有するものづ

くり、販売、サービス、ＩＴなどを駆使し、Ｍ＆Ａを活用した新しい事業ポートフォリオを構築するた
め、積極的に取り組んでまいりました。 
その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高につきましては、大幅な円高の影響を受けながらも、

北米大手顧客向け販売の増加や新規連結のドクターネット社などの貢献もあり、226億11百万円(前年同
期比2.0％増)となりました。内訳としては、国内売上高は43億34百万円(前年同期比3.8％減)、海外売
上高は182億76百万円(前年同期比3.4％増)となり、連結売上高全体に占める海外売上高比率は、80.8％
と前年同期から1.1ポイント上昇いたしました。 
次に、利益面につきましては、主として売上原価率の高い北米大手顧客向けの製品販売の比重が高ま

ったことなどにより、売上原価率は前年同期の45.8％から５ポイント上昇し50.8％となり、売上総利益
は111億28百万円(前年同期比7.4％減)となりました。 
また、販売費及び一般管理費につきましては、グループ全体で更なるコスト構造の見直しに取組み、

徹底的に経費の圧縮に努めたことが奏功し、110億60百万円(前年同期比31.2％減)と前年同期に比べ50
億16百万円の削減となりました。その結果、営業利益は68百万円(前年同期は営業損失40億54百万円)と
なり、前年同期に比べ41億22百万円改善しました。 
また、営業外損益につきましては、米国景気の先行き不安や欧州金融不安などから円高が加速し、為

替差損が前年同期に比べ９億13百万円増加したことと持分法による投資損失が５億29百万円発生したこ
となどにより、経常損失は９億62百万円(前年同期は経常損失34億63百万円)となりました。これに特別
損失として構造改革費用５億19百万円などを計上し、法人税等を加減算した結果、四半期純損失は18億
86百万円(前年同期は四半期純損失37億16百万円)となりました。 
  
セグメント別の業績は次のとおりであります。 

  

日本におきましては、新規事業において遠隔医療支援事業のドクターネット社の販売が加わったも
のの、イメージング事業において設備投資が抑制傾向にあり、販売が低調に推移したことから、売上
高は131億２百万円(前年同期比14.2％減)となりました。 
一方、費用につきましては、前期に実施した構造改革による改善効果が顕在化してきており、営業

費用は125億33百万円(前年同期比34.6％減)と大幅に削減した結果、営業利益は５億68百万円(前年同
期は営業損失39億４百万円)と大きく改善いたしました。 
  

北米におきましては、連結売上高の約４割を占める最重点地域であり、大手顧客を中心としたビジ
ネスモデルを積極的に展開しており、また市場に応じた販売戦略を強化してまいりました。 
販売面では、米ドルに対する為替相場が5.6％の円高基調で推移したものの、北米子会社で大手顧

客向けの製品販売が増加したことなどにより、売上高は91億44百万円(前年同期比32.5％増)となり、
費用につきましても売上高の増加等に伴い、営業費用は90億90百万円(前年同期比35.1％増)となりま
した。 
 しかしながら、利益面につきましては、主として売上原価率の高い大手顧客向けの製品販売の比重
が高まったことなどから、営業利益は54百万円(前年同期比68.5％減)となりました。 
  

中南米におきましては、主要マーケットであるブラジルでの販売が堅調に推移し、中南米全体の販
売を牽引したことから、売上高は16億30百万円(前年同期比6.6％増)となりました。 
  費用につきましては、前年同期とほぼ同水準で推移し営業費用は16億37百万円となり、営業損失は
６百万円(前年同期は営業損失１億７百万円)となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

① 日本

② 北米

③ 中南米

ノーリツ鋼機㈱　(7744)　平成23年３月期　第３四半期決算短信

－　2　－



  
  

ヨーロッパにおきましては、売上高は25億89百万円(前年同期比22.1％減)となりました。 
 費用につきましては、構造改革による削減効果もあり営業費用は30億81百万円(前年同期比22.6％
減)となり、営業損失は４億91百万円(前年同期は営業損失６億53百万円)となりました。 
なお、当社は、構造改革の一環として平成22年11月16日開催の取締役会において、ノーリツ・ドイ

ツ社を清算することを決議いたしました。これにより、ヨーロッパに関しては、当社子会社による販
売から現地で強い基盤を有している代理店を活用した販売体制へと変更し、アフターサービス業務に
関しても、資本提携をしているサービス会社(Veritek Global Ltd)へとオペレーションの現地化を進
めることとなりました。 
  

アジア・オセアニアにおきましては、オセアニア地域で豪州が好調に推移したことから、売上高は
33億51百万円(前年同期比23.5％増)となりました。 
 費用につきましては、主として売上高の増加に伴い、営業費用は31億47百万円(前年同期比10.5％
増)となり、営業利益は２億４百万円(前年同期は営業損失１億35百万円)と改善しました。 
  

  

（資産、負債及び純資産の状況） 

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は720億76百万円となり、前連結会計年度末と比較し
て94億33百万円減少しました。 
流動資産は、107億90百万円の減少となりました。これは主に現金及び預金が97億96百万円、たな

卸資産が26億51百万円減少したことと、有価証券が20億18百万円増加したことによるものです。 
固定資産は、13億57百万円の増加となりました。これは主に子会社株式取得に伴うのれんの計上に

より、無形固定資産が25億97百万円増加したことと、減価償却等により有形固定資産が７億72百万
円、有価証券への振替等により投資有価証券が５億40百万円減少したことによるものです。 
  

（負債） 

負債は、59億25百万円の減少となりました。これは主に希望退職制度に伴う退職特別加算金等の支
払により、流動負債その他に含まれております未払金が30億66百万円、支払手形及び買掛金が26億75
百万円、退職給付引当金が３億88百万円減少したことと、長期借入金が15億１百万円増加したことに
よるものです。 
  

（純資産） 

純資産は、35億８百万円の減少となりました。これは四半期純損失により利益剰余金が18億86百万
円減少したことと、評価・換算差額等が15億83百万円減少したことによるものです。 
  
  

（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計
年度末に比べ97億63百万円減少し204億82百万円となりました。 
当第３四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。
  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは40億16百万円の資金の減少となりました。資金の減少の主な
要因は、仕入債務の減少額28億円、希望退職制度等に伴う未払金の減少額24億79百万円、税金等調整
前四半期純損失14億13百万円となっております。資金の増加の主な要因は、たな卸資産の減少額26億
10百万円、為替差損11億６百万円となっております。 

④ ヨーロッパ

⑤ アジア・オセアニア

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは57億83百万円の資金の減少となりました。資金の減少の主な
要因は、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出32億15百万円、投資有価証券の取得に
よる支出31億18百万円、定期預金の預入による支出等による純減額７億68百万円となっております。
資金の増加の主な要因は、有価証券の償還等による純増額15億８百万円となっております。 
  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは長期借入れによる収入などにより、16億21百万円の資金の増
加となっております。 

  

当社グループは、構造改革の一環として平成23年１月19日に臨時株主総会を開催し、グループ連結経
営体制を更に強固なものに推し進めて行くために、新設分割計画を承認可決いたしました。  
これにより、当社は平成23年２月１日をもって持株会社へ移行し、当社の全ての事業に関して有する

権利義務の一部を会社分割(新設分割)により、新たに設立する当社100％出資の子会社「ＮＫワークス
株式会社」に承継することとなりました。これまでの経営体制における取り組み方や発想を大きく転換
し、グループとしての目標を明確に定め、それを実現するための分業の仕組みを構築し、個々の事業会
社の責任と権限を明確にすることで、これまで以上にグループ経営を積極的に推進していくこととなり
ます。 
これに伴う通期の連結業績予想及び個別業績予想につきましては、明らかになりました時点で速やか

に開示いたします。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

①簡便な会計処理 

 ・たな卸資産の評価方法 
当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、第２四半期連

結会計期間末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 
  

②特有の会計処理 

 ・税金費用の計算 
税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ
て計算しております。 

  

・「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 
第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20年３月10

日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号 平成
20年３月10日)を適用しております。 
 なお、これによる経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。 

  
・「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年
３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20
年３月31日)を適用しております。 
 なお、これによる営業利益、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。
  

・「企業結合に関する会計基準」等の適用 
第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成20年12月

26日)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)、「『研究開発
費等に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第23号 平成20年12月26日)、「事業分離等に関す
る会計基準」(企業会計基準第７号 平成20年12月26日)、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準
第16号 平成20年12月26日公表分)及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指
針」(企業会計基準第10号 平成20年12月26日)を適用しております。 
 なお、これによる営業利益、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,532 28,328

受取手形及び売掛金 5,716 5,448

有価証券 8,641 6,623

商品及び製品 8,745 11,383

仕掛品 431 424

原材料及び貯蔵品 256 278

繰延税金資産 481 466

その他 2,464 3,126

貸倒引当金 △487 △504

流動資産合計 44,783 55,574

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 28,946 28,984

機械装置及び運搬具 7,274 7,849

土地 7,055 7,180

建設仮勘定 23 74

その他 14,784 15,064

減価償却累計額 △43,049 △43,346

有形固定資産合計 15,035 15,807

無形固定資産   

のれん 3,046  

その他 1,340  

無形固定資産合計 4,386 1,789

投資その他の資産   

投資有価証券 6,134 6,675

長期貸付金 512 519

前払年金費用 85 －

繰延税金資産 200 335

その他 1,184 1,073

貸倒引当金 △245 △265

投資その他の資産合計 7,871 8,338

固定資産合計 27,293 25,935

資産合計 72,076 81,510
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,577 6,252

短期借入金 50 142

1年内返済予定の長期借入金 274 －

未払法人税等 479 435

繰延税金負債 57 53

賞与引当金 64 221

債務保証損失引当金 157 219

製品保証引当金 441 549

その他 2,976 7,094

流動負債合計 8,077 14,969

固定負債   

長期借入金 1,501 －

繰延税金負債 74 201

退職給付引当金 68 457

その他 537 557

固定負債合計 2,182 1,216

負債合計 10,259 16,185

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,025 7,025

資本剰余金 17,913 17,913

利益剰余金 42,758 44,644

自己株式 △1,211 △1,211

株主資本合計 66,486 68,372

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 31 227

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 △4,701 △3,312

評価・換算差額等合計 △4,669 △3,085

少数株主持分 － 38

純資産合計 61,817 65,325

負債純資産合計 72,076 81,510
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 22,176 22,611

売上原価 10,153 11,483

売上総利益 12,023 11,128

販売費及び一般管理費 16,077 11,060

営業利益又は営業損失（△） △4,054 68

営業外収益   

受取利息 617 485

受取配当金 36 34

持分法による投資利益 57 －

その他 262 326

営業外収益合計 973 847

営業外費用   

支払利息 2 21

為替差損 280 1,193

持分法による投資損失 － 529

その他 99 132

営業外費用合計 382 1,877

経常損失（△） △3,463 △962

特別利益   

固定資産売却益 42 12

貸倒引当金戻入額 14 43

債務保証損失引当金戻入額 4 55

特別利益合計 61 111

特別損失   

固定資産除売却損 93 43

構造改革費用 － 519

特別損失合計 93 562

税金等調整前四半期純損失（△） △3,496 △1,413

法人税、住民税及び事業税 315 319

法人税等調整額 △95 191

法人税等合計 220 511

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △1,924

少数株主損失（△） － △38

四半期純損失（△） △3,716 △1,886
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △3,496 △1,413

減価償却費 1,708 914

のれん償却額 － 129

貸倒引当金の増減額（△は減少） 38 △93

賞与引当金の増減額（△は減少） △277 △183

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △5 △42

製品保証引当金の増減額（△は減少） 7 △103

退職給付引当金の増減額（△は減少） 0 △388

前払年金費用の増減額（△は増加） 154 △85

受取利息及び受取配当金 △653 △520

支払利息 2 21

為替差損益（△は益） 89 1,106

持分法による投資損益（△は益） △35 549

有形固定資産除売却損益（△は益） 51 30

売上債権の増減額（△は増加） 2,068 △613

たな卸資産の増減額（△は増加） △265 2,610

仕入債務の増減額（△は減少） 1,376 △2,800

希望退職制度等に伴う未払金の増減額（△は減
少）

－ △2,479

前受収益の増減額（△は減少） △232 △212

その他 111 △727

小計 643 △4,299

利息及び配当金の受取額 654 507

利息の支払額 △2 △21

法人税等の支払額 △327 △203

営業活動によるキャッシュ・フロー 968 △4,016

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △18,450 △6,713

定期預金の払戻による収入 19,621 5,945

有価証券の取得による支出 △1,696 △4,305

有価証券の償還による収入 5,910 5,813

信託受益権の取得による支出 △1,200 △300

信託受益権の償還による収入 800 600

有形固定資産の取得による支出 △855 △335

有形固定資産の売却による収入 139 86

投資有価証券の取得による支出 △1,710 △3,118

貸付けによる支出 △118 △83

貸付金の回収による収入 44 6

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △3,215

その他 △571 △163

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,912 △5,783
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 50

短期借入金の返済による支出 － △138

長期借入れによる収入 － 1,900

長期借入金の返済による支出 － △137

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △58 △53

配当金の支払額 △1,068 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,126 1,621

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,062 △1,576

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,817 △9,755

現金及び現金同等物の期首残高 31,839 30,245

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 432 －

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ △7

現金及び現金同等物の四半期末残高 35,088 20,482
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該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間 (自 平成21年４月１日  至 平成21年12月31日) 

当社グループは、写真処理機器の販売及び写真用品の販売・写真の現像・焼付サービスを事業として
行っておりますが、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める写真処理機器の販売事
業の割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

  

前第３四半期連結累計期間 (自 平成21年４月１日  至 平成21年12月31日) 

  

 
(注) １ 営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。 

２ 国又は地域の区分の方法及び本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

  (1) 国又は地域の区分は、地理的近接度及び社内管理体系によっております。 

  (2) 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

北米………………アメリカ・カナダ 

ヨーロッパ………ドイツ・イタリア・イギリス 

 
その他の地域……ブラジル・メキシコ 

  

前第３四半期連結累計期間 (自 平成21年４月１日  至 平成21年12月31日) 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

 【事業の種類別セグメント情報】

 【所在地別セグメント情報】

日本 
(百万円)

北米 
(百万円)

ヨーロッパ
(百万円)

アジア・
オセアニア
(百万円)

その他
の地域 

(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

    売上高

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

8,071 6,777 3,292 2,608 1,426 22,176 ─ 22,176

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

7,199 125 33 104 103 7,566 (7,566) ─

計 15,271 6,902 3,326 2,712 1,530 29,743 (7,566) 22,176

    営業費用 19,176 6,728 3,979 2,848 1,637 34,371 (8,140) 26,230

    営業利益又は 
営業損失(△)

△3,904 173 △653 △135 △107 △4,627 573 △4,054

アジア・
オセアニア

………中国・オーストラリア・台湾

 【海外売上高】

北米 ヨーロッパ
アジア・
オセアニア

その他の 
地域

計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 7,576 3,330 3,906 2,854 17,667

Ⅱ  連結売上高(百万円) 22,176

Ⅲ  連結売上高に占める 
    海外売上高の割合(％)

34.2 15.0 17.6 12.9 79.7
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(注) １ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

２ 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

  (1) 国又は地域の区分は、地理的近接度及び社内管理体系によっております。 

  (2) 各区分に属する主な国又は地域 

北米………………アメリカ・カナダ 

ヨーロッパ………イタリア・ドイツ・フランス 

 
その他の地域……ブラジル・メキシコ 

  

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で
あり、最高意思決定機関である取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的
に検討を行う対象となっているものであります。 
 当社グループは、主に写真処理機器の製造販売を事業内容とする単一事業であり、各地域において包
括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 
 したがって、当社グループは、販売体制を基礎とした所在地域別のセグメントから構成されており、
「日本」、「北米」、「中南米」、「ヨーロッパ」 及び 「アジア・オセアニア」の５つの所在地域を
報告セグメントとしております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間 (自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

 
(注)  セグメント利益又は損失(△)の調整額には、セグメント間取引消去及びセグメント間取引に係るたな卸資産の

調整額等が含まれております。 

  

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

該当事項はありません。 
  

(のれんの金額の重要な変動) 

「日本」セグメントにおいて、株式会社ドクターネットの株式取得時における時価純資産額が取得原
価を下回ったため、その差額をのれんとして認識しております。 
 なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては2,886百万円であり
ます。 

  

(重要な負ののれん発生益) 

該当事項はありません。 

アジア・
オセアニア

………中国・インド・オーストラリア

【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額 
(注)

四半期連結
損益計算書 
計上額日本 北米 中南米 ヨーロッパ

アジア・
オセアニア

計

  売上高

      外部顧客に
      対する売上高

6,120 9,062 1,578 2,580 3,269 22,611 ─ 22,611

      セグメント間の内部
      売上高又は振替高

6,982 81 52 9 82 7,207 △7,207 ─

計 13,102 9,144 1,630 2,589 3,351 29,819 △7,207 22,611

  セグメント利益 
又は損失(△)

568 54 △6 △491 204 328 △260 68
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(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平
成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第
20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

 
  

  

  

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

4. 補足情報

    表示方法の変更

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

(四半期連結貸借対照表関係)

 「のれん」は、資産総額の100分の１を超えることとなったため、第１四半期連結会計期間より独立掲記するこ

ととしております。なお、前第３四半期連結累計期間の無形固定資産に含まれる「のれん」はありません。
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